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波形解析処理装置の活用状況について

総合技術研究所

＜賽旨＞ 波形解析処理装置は電気的 ま た は 機械的の高速過渡現象から低速度繰返し現象まで幅広い信
号を取扱う多目的解析器である。 ディジ ク ル 処理装置により取込信号の波形を記憶表示するほか， 信号

波形の加減乗除，微積分， 周波数分析， 統計処理等を瞬時に行う機能を有している。当所では， 昭和55年

にこれを導入し，電力設備の絶縁設計，絶縁診断などに広く活用しているので， その適用例を紹介する。

1 波形解析処理装置とは

一般に， 正弦波や方形波のような規則的な信号
は， オジロスコー フ゜， ディジクル ・ メ ー ク， 周波

数計等でその特性を簡単に求めることができる。

しかし， 雷サー ジ， 地震動， 機械振動， 騒音のよ

うな単発信号， あるいは雑音， 歪などを含む不規

則信号の解析には， 従来非常に煩雑な計算作業が

必要であった。波形解析処理装置は， マイコンを

塔載したディジクル処理装置により， 複雑な波形

を即座に解析できるコンパクトな信号解析器であ

る。構成は第1図に示すとおりである。

入力信号は高速 ・ 高分解能のAD変換器でディ

ジクル信号に変換されてメモリに蓄えられる。こ

のディジクル信号は， 演算部で自動的に高速度で

解析される。演算部における解析は内蔵の各種解

析フ゜ログラムによることもできるが， 別にベ ー ジ

ック言語を用い， 任意のプログラムをインフ゜ット

して， これによる解析を行うこともできる。

解析結果は， プラウン管に波形と文字， 数値で

表示される。また， 波形の拡大表示やカ ー ソルに

よるデークの読取り等が可能である。

主な機能は次のとおりである。

(1) 演算機能；周波数解析・相関解析·統計解析
•四則演算 ・ ヒ゜

ー ク値検出・使

用者の任意のプログラムによる
解析(BASIC言語使用）等

カ
号
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第1図 波形解析処運装置の構成

(2) ファイル機能；フロッヒ
゜

ー ディスク， x-Y
レコー ダ， ディジタルプロッタ， 写真等

2 活用状況

以下， 当所での代表的な適用例を紹介する。

(1) 発送変電 ・ 通信設備等のサー ジ波形解析

高速単発現象のサー ジ波形解析を行い設備の
絶縁設計の適正化に役立てている。第2図に本
器でとらえたサージ波形をカ ー ソルによりヒ

゜
ー

ク値を読取った一例を示す。

(2) 系統電圧の波形解析

系統電圧の波形解析により系統構成の適正化
を行ない， 電気の質の改善を図っている。第3

図に電圧波形の周波数解析例を示す。
(3) 機器の絶縁劣化に伴う振動現象解析等

機器の絶縁劣化に伴って発生する機械的振動

波形を解析して， 内部異常箇所を判定する等，
音響や機械振動の解析にも活用している。

3あとがき

当所における波形解析処理装僅の活用の一端を
紹介したが， この他， 各種機械の振動・騒音解析
や土木・建築構造物の振動解析にも利用できる。

第2園 サージ波形のカーソルに
よるピーク値の表示例
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第3図 電圧波形のJ11波薮解析例
（電気第一研究室）




